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1．当四半期決算に関する定性的情報

(1)経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念が高まり、先行き

不透明な状況が続いております。液晶を始めとするフラットパネルディスプレイ（FPD）の分野におきましては、

FPDメーカーの設備投資は引き続き一部において前向きな動きが見られました。

このような環境の中、当社グループでは事業構造の改革と新規事業・新製品開発の取り組みを推進し、事業基盤

の強化に努めてまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高1,446百万円（前年同四

半期比1.9％減）、営業損失66百万円（前年同四半期は営業利益68百万円）、経常損失73百万円（前年同四半期は経常

利益61百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は83百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利

益541百万円）となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

　日本セグメントでは、主力製品である画像処理外観検査装置の売上が伸び悩みました。この結果、売上高は841百

万円（前年同四半期比19.9％減）、セグメント損失は64百万円（前年同四半期はセグメント利益48百万円）となりま

した。

　米国セグメントでは、CAD/CAMソフト「KEYCREATOR」の売上が堅調に推移しました。この結果、売上高は236百万

円（前年同四半期比18.0％増）、セグメント損失は20百万円（前年同四半期はセグメント利益2百万円）となりまし

た。

　韓国セグメントでは、画像処理外観検査装置の売上が増加しました。この結果、売上高は368百万円（前年同四半

期比65.0％増）、セグメント利益は25百万円（前年同四半期比133.8％増）となりました。

(2)財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ122百万円減少しました。流動資産は売

上債権の増加93百万円、現金及び預金の減少131百万円、棚卸資産の減少41百万円などから115百万円減少し、固定

資産はソフトウエアの償却による無形固定資産の減少5百万円などにより、7百万円減少しました。

　負債は、前連結会計年度末に比べ32百万円減少しました。流動負債は仕入債務の減少172百万円、未払法人税等の

減少111百万円などにより263百万円減少しました。固定負債は長期借入金の増加230百万円などにより231百万円増

加しております。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失83百万円の計上などにより、純資産合計が89百万円減少しました。

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成27年５月15日発表の業績予想に変更はありません。
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2．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

3．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループの主たる事業である検査機システム事業では、主たる顧客であるフラットパネルディスプレイメー

カーの設備投資は、スマートフォン向けなどの需要に支えられ、一部において回復の傾向にありました。

　当該状況のなか、平成26年３月期まで３期連続の営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計

上し、営業キャッシュ・フローのマイナスとなりましたが、前連結会計年度は営業利益、経常利益及び親会社株主

に帰属する当期純利益を計上し、営業キャッシュ・フローもプラスとなりました。しかしながら、当第２四半期連

結累計期間においては営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上し、営業キャッシュ・フ

ローのマイナスとなりました。

　したがって、当第２四半期連結累計期間においては、業績回復の状況を慎重に見極める必要があり、前連結会計

年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識しており

ます。当社グループは、当該状況を解消すべく主に日本セグメントにおいて、事業構造の改革と新規事業・新製品

開発に取り組んでおります。

　具体的には、検査機システム事業においては、機能性フィルム、タッチパネル向けなど従来の液晶以外の検査機

システムの開発、販売を強化し新規顧客の開拓を進めると共に、成長が見込まれる中国市場に注力しております。

また、創造エンジニアリング事業、メディアネット事業では国内販売を強化し、収益の増加を図っております。

　さらに、前連結会計年度までの土地建物の売却をはじめ、売上債権や在庫など資産の圧縮及び現有資産の効率的

な利用を図るとともに、固定経費の見直しなどによって、損益構造の改善にも努めております。

　また、米国セグメントにおいては、子会社Kubotek USA,Inc.の人員削減を中心とした固定費の削減を実施し、開

発・販売体制を整備し、収益性改善に向けた計画を実行しております。

　一方で、新規事業として安全、低コストかつ大容量の蓄電媒体である次世代フライホイール蓄電システムの研究

開発を加速させ、早期事業化を推進しております。

　以上の対応策の実施により、事業構造を早期に転換し事業価値の向上に努め、収益性の回復と製品開発、販売拡

大により事業基盤の強化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。
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4．四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,292,235 1,160,942

受取手形及び売掛金 1,071,532 833,764

電子記録債権 62,768 394,038

商品及び製品 36,647 54,946

仕掛品 359,151 298,686

原材料及び貯蔵品 136,501 136,991

繰延税金資産 3,469 1,036

その他 105,587 75,710

貸倒引当金 △101,610 △105,111

流動資産合計 2,966,285 2,851,004

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 233,046 225,708

土地 558,514 558,514

その他（純額） 23,483 27,809

有形固定資産合計 815,043 812,032

無形固定資産

ソフトウエア 119,102 113,898

その他 2,285 2,285

無形固定資産合計 121,387 116,184

投資その他の資産

その他 61,050 62,426

貸倒引当金 - △238

投資その他の資産合計 61,050 62,188

固定資産合計 997,481 990,405

資産合計 3,963,767 3,841,410

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 572,931 400,386

短期借入金 1,134,000 1,139,000

未払法人税等 124,218 12,261

賞与引当金 15,300 15,680

その他 441,783 457,164

流動負債合計 2,288,233 2,024,493

固定負債

長期借入金 353,000 583,000

繰延税金負債 777 639

退職給付に係る負債 52,855 54,076

その他 2,762 2,762

固定負債合計 409,395 640,477

負債合計 2,697,629 2,664,970
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,951,750 1,951,750

利益剰余金 △633,782 △717,006

自己株式 △81,675 △81,675

株主資本合計 1,236,291 1,153,068

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,637 1,345

為替換算調整勘定 28,208 22,025

その他の包括利益累計額合計 29,846 23,371

純資産合計 1,266,138 1,176,439

負債純資産合計 3,963,767 3,841,410
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,474,245 1,446,296

売上原価 908,182 991,420

売上総利益 566,063 454,875

販売費及び一般管理費 497,683 521,409

営業利益又は営業損失（△） 68,380 △66,533

営業外収益

受取利息 133 165

受取配当金 171 321

受取賃貸料 603 555

為替差益 2,892 836

その他 1,714 167

営業外収益合計 5,515 2,047

営業外費用

支払利息 9,946 8,614

その他 2,277 -

営業外費用合計 12,224 8,614

経常利益又は経常損失（△） 61,670 △73,100

特別利益

固定資産売却益 539,843 -

特別利益合計 539,843 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

601,514 △73,100

法人税等 60,501 10,123

四半期純利益又は四半期純損失（△） 541,012 △83,223

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

541,012 △83,223
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 541,012 △83,223

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29 △292

為替換算調整勘定 15,780 △6,182

その他の包括利益合計 15,809 △6,474

四半期包括利益 556,822 △89,698

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 556,822 △89,698

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

601,514 △73,100

減価償却費 88,085 95,046

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,987 3,688

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,810 380

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,316 1,221

受取利息及び受取配当金 △304 △487

支払利息 9,946 8,614

為替差損益（△は益） △3,775 568

有形固定資産売却損益（△は益） △539,843 -

売上債権の増減額（△は増加） △189,433 △92,524

たな卸資産の増減額（△は増加） △35,984 41,520

仕入債務の増減額（△は減少） 272,233 △172,985

未収消費税等の増減額（△は増加） △11,254 30,651

その他 31,150 5,095

小計 235,448 △152,311

利息及び配当金の受取額 296 478

利息の支払額 △6,911 △9,607

法人税等の支払額 △17,819 △118,727

営業活動によるキャッシュ・フロー 211,012 △280,168

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △1,345 △1,472

有形固定資産の取得による支出 △3,537 △8,300

有形固定資産の売却による収入 1,051,328 70

無形固定資産の取得による支出 △10,214 △1,244

ソフトウエアの取得による支出 △75,178 △75,251

その他 2,210 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー 963,262 △86,215

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △99,000 △132,000

長期借入れによる収入 200,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △719,000 △133,000

社債の償還による支出 △100,000 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △718,000 235,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,512 81

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 458,787 △131,301

現金及び現金同等物の期首残高 942,141 1,199,453

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,400,929 1,068,152
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループの主たる事業である検査機システム事業では、主たる顧客であるフラットパネルディスプレイメー

カーの設備投資は、スマートフォン向けなどの需要に支えられ、一部において回復の傾向にありました。

　当該状況のなか、平成26年３月期まで３期連続の営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計

上し、営業キャッシュ・フローのマイナスとなりましたが、前連結会計年度は営業利益、経常利益及び親会社株主

に帰属する当期純利益を計上し、営業キャッシュ・フローもプラスとなりました。しかしながら、当第２四半期連

結累計期間においては営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四半期純損失を計上し、営業キャッシュ・フ

ローのマイナスとなりました。

　したがって、当第２四半期連結累計期間においては、業績回復の状況を慎重に見極める必要があり、前連結会計

年度に引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しているものと認識しており

ます。当社グループは、当該状況を解消すべく主に日本セグメントにおいて、事業構造の改革と新規事業・新製品

開発に取り組んでおります。

　具体的には、検査機システム事業においては、機能性フィルム、タッチパネル向けなど従来の液晶以外の検査機

システムの開発、販売を強化し新規顧客の開拓を進めると共に、成長が見込まれる中国市場に注力しております。

また、創造エンジニアリング事業、メディアネット事業では国内販売を強化し、収益の増加を図っております。

　さらに、前連結会計年度までの土地建物の売却をはじめ、売上債権や在庫など資産の圧縮及び現有資産の効率的

な利用を図るとともに、固定経費の見直しなどによって、損益構造の改善にも努めております。

　また、米国セグメントにおいては、子会社Kubotek USA,Inc.の人員削減を中心とした固定費の削減を実施し、開

発・販売体制を整備し、収益性改善に向けた計画を実行しております。

　一方で、新規事業として安全、低コストかつ大容量の蓄電媒体である次世代フライホイール蓄電システムの研究

開発を加速させ、早期事業化を推進しております。

　以上の対応策の実施により、事業構造を早期に転換し事業価値の向上に努め、収益性の回復と製品開発、販売拡

大により事業基盤の強化を図り、当該状況の解消、改善に努めてまいります。

　しかしながら、主たる事業である検査機システム事業の受注動向は、顧客の設備投資の動向に大きく依存してい

ることから、依然として不透明であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高

外部顧客への売上高 1,050,914 200,237 223,094 1,474,245

セグメント間の内部売上高
又は振替高

67,132 15,702 20,287 103,123

計 1,118,046 215,939 243,382 1,577,369

セグメント利益 48,439 2,648 10,975 62,062
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2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 62,062

セグメント間取引消去 4,431

内部利益の調整額 △1,285

その他 3,171

四半期連結損益計算書の営業利益 68,380

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

日本 米国 韓国

売上高

外部顧客への売上高 841,757 236,324 368,215 1,446,296

セグメント間の内部売上高
又は振替高

166,264 13,339 33,186 212,790

計 1,008,021 249,664 401,401 1,659,087

セグメント利益又は損失(△) △64,445 △20,624 25,664 △59,405

2．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △59,405

セグメント間取引消去 5,048

内部利益の調整額 △7,312

その他 △4,864

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △66,533

3．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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